
271

D.H.ロレンスの小説と時間

豊 国 孝

ロレンスは1914年6月5日のE.ガーネット(Garnett)あての手紙のなか

で,｢人間における非人間的なもの- 物質的なものの方が,旧式な人間的要

秦,つまり人物をある特定の倫理的図式のなかに捉え首尾一貫させるよりも

わたしには興味がある｣1と宣言する｡この ｢物質の生理学｣により,ロレン

スは 『息子と恋人』で追求した19世紀小説的人物描写をやめ,『虹』以降の

作品ではもっと深い心理層に立ち,人間存在そのものを求めてゆく｡したがっ

て,『息子と恋人』と『虹』を画する点は,後者では超時間的,無時間的とで

もいうべき時間に支配される人物の意識の深層が描かれているということで

ある｡この小論では『虹』における超時間的シーンを中心にして,さらに『恋

する女たち』や 『チャタレイ夫人の恋人』に現れる超時間的シーンをとりあ

げて,ロレンスの小説の本質に迫ってみたいと考える｡ とくに,時間の問題

はロレンスの文学におけるメインテーマ,人間存在と人間関係の追求に深 く

かかわっていると思われるからである｡

『虹』ではブラングウイン家 (Brangwen)の三世代に渡る男と女の関係が

描写されている｡ トム (Tom)とリディア (Lydia),ウイル (Will)とアナ

(Anna),アントン (Anton)とア-シュラ (Ursula)という三組のカップル

がとりあげられる｡この点では,小説のなかに過去から現在へと流れてゆく

年代順の時間,直線的時間というものが存在することは明白である｡ーさらに,

各章は年代順に配列されている｡しかし,作者はこの直線的時間にあまり重

1D.H.Lawrence,TheLette7SOfD.H.Law71enCe,γol.ⅠⅠ,ed.GeorgeJ.Zytaruk
andJamesT.Boulton(Cambridge:CambridgeUniversityPress,1981),pp.
182-183.
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要性を置いていないと考えられる｡時間の経過は2,3行の短い文で語られ

ている｡

これに対して,ブラングウイン家の人たちが生活している自然をロレンス

は超時間的に措いている｡

しかし天と地はブラングウイン家の人々のまわりに満ちあふれていた｡な

んでこの営みが絶えることがあろう｡ かれらは春には樹液がかけめぐるの

を感じた｡かれらはとどまることがなく,生命の種を差し出し,退き,地

上に新しく生まれたものを残す生命の波を知っていた｡かれらは天と地の

交わりを知っていた｡ 腕や腹に引き入れられる太陽の光,日中に吸い込ま

れる雨,もはや隠れることも必要ない鳥の巣をあらわにする秋の風のもと

にやってくる自然のあらわさなど｡2

このような四季の変化は永遠に戻ってくる時間,円環的,神話的時間である｡

この永遠に回帰する時間は年代順の時間,つまり直線的時間の不可逆性を拒

否する｡ブラングウイン家の男たちは根源的コスモスのリズムのなかで働き,

生活している｡ かれらの内なる生活のリズムが外的自然,すなわち自然にお

ける円環的時間のなかに統合され,その一体感をかれらは感じとっているの

だ｡

これは 『恋する女たち』で,最後には自滅してゆく主人公ジェラルド (Ge-

2D.H.Lawrence,TheRainbou)(Cambridge:CambridgeUniversityPress,1989),
pp.9-10.
Butheavenandearthwasteemingaroundthem,andhowshouldthiscease?
TheyfelttherushofthesaplnSprlng,theyknewthewavewhichcannothalt,
buteveryyearthrowsforwardtheseedtobegetting,andfallingback,leaves
theyoung-bornontheearth.Theyknewtheintercoursebetweenheavenand
earth,sunshinedrawnintothebreastandbowels,therainsuckedupinthe
daytime,nakednessthatcomesunderthewindinautumn,showingthebirds'
nestsnolongerworthhiding.
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rald)が水中で泳ぐシーンを支配する時間と同じである｡

ジェラルドは突然向きを変え,横泳ぎで,すばやく泳いでいった｡彼は

今やすべてを我がものとする湖水の真ん中で,たった独 りでなにも侵され

るものはなかった｡彼はなにも問われず,関わりもなく,水という新しい

住みかのなかで,独り離れていることを喜んだ｡なんの束縛も結びつきも

なく,ただ独 り水という世界のなかで,脚をけり,全身を延ばして,嬉し

がった｡3

ジェラルドは水という自然とコミューこオンを交わし,自意識や罪の意識か

らも開放される｡こうした自然との一体化は,彼に一時的ではあるが,幸福

感を与えるのである｡時計の刻む時間に支配されている現代人である主人公

にとり,水との接触は,M.エリア-デ (Eliade)がその著書 『聖と俗』でい

うように4,彼に ｢新生｣を,束の間ではあるがもたらすことになる｡

『チャタレイ夫人の恋人』でも,ヒロインのコンスタンス (Constance)が

森番のメラーズ (Mellors)の小屋に来るシーンで,彼女は森 という自然のな

かで解放感を味わう｡

3D.H.Lawrence,WomeninLove(Cambridge:CambridgeUniversityPress,
1987),p.47.
Geraldsuddenlyturned,andwasswimmingawayswiftly,withaside
stroke.Hewasalonenow,aloneandimmuneinthemiddleofthewaters,
whichhehadalltohimself.Heexultedinhisisolationinthenewelement,
unquestionedandunconditioned.Hewashappy,thrustingwithhislegsand
allhisbody,Withoutbondorconnectionanywhere,justhimselfinthewatery
world.

4MirceaEliade,TheSacyledandthePy10fane,trams.WillardR.Trask(New
York:Harcourt,BraceandWorld,Inc.,1959),p.130.
Thisiswhythesymbolism ofthewatersimpliesbothdeathandrebirth.
Contactwithwateralwaysbringsaregeneration- Ontheonehandbecause
dissolutionisfollowedbyanewbirth,ontheotherbecauseimmersionferti-
lizesandmultipliesthepotentialoflife.
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コンスタンスは若い松の木にもたれて腰を下ろした｡松は,弾力があり,

力に満ちた,突き上げるような不思議な生命で彼女の体を揺さぶった｡そ

れは幹の先を太陽に向けている直立した生き物だった｡そして彼女は自分

の手や膝に暖かにさす光のなかで,水仙の花が金色に変わるのをじっと見

ていた｡彼女は水仙の微かに漂う香 りさえ喚ぐことができた｡すると,あ

まりにも静かで独 りきりだったので,自分自身の運命の流れのなかに入っ

てしまうような気がした｡それまでの彼女は,ロープで繋がれているボー

トのように縛らて,揺れたり突き当たったりしていたが,いまや束縛をと

かれ漂っている気がした｡5

松は明らかに男根的存在で,生命力や豊穣のシンボルであるが,このシーン

でもヒロインは森という自然のなかで解放感を味わう｡ 直線的時間,時計が

支配する時間は消え去り,円環的時間がそれにとって代わる｡

『虹』に戻 り,第-世代であるトムがリディアに結婚の申込みをするシーン

は,やはり超時間的時間のなかで起こる｡

男の意識は次第次第に戻ってくるが,それは暗闇という子宮における懐

妊と誕生を経たあとのような新しい生命としてであった｡一切が夢のよう

に軽 く朝のように生き生きとして,新たに生まれたかのようだった｡朝明

けのように,新しさと至福に満ちていた｡女も同じ思いのように全 く動か

5D.H.Lawrence,LadyChatterley'sLover(Cambridge:CambridgeUniversity
Press,1993),p.86.
Constancesatdownwithherbacktoayoungpine-tree,thatswayed
againstherwithcuriouslife,elasticandpowerfulrisingup.Theerectalive
thing,withitstopinthesun!Andshewatchedthedaffodilsgosunnyina
burstofsun,thatwaswarmonherhandsandlap.Evenshecaughtthefaint
tarryscentoftheflowers.Andthen,beingsostillandalone,sheseemedto
getintothecurrentofherproperdestiny.Shehadbeenfastenedbyarope,
andjaggingandsnarringlikeaboatatitsmoorlngS.Nowshewaslooseand
adrift.
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ずに抱かれている｡

ふと女は男を見上げ,その見開かれた若々しい眼が燃えるように輝いて

いた｡そして彼は身をかがめ,彼女の口にキスをした｡そしてかれらのな

かに朝明けの炎が燃えさかった｡新生が始まり,それはあらゆる善の思想

を超えて,いわばほとんど死,また罪にも似た善だった｡彼は突然一層強

く彼女を抱きしめた｡6

このシーンでも直線的時間は消え,漠然とした無時間性が支配する｡こうし

た時間はトムとリディアの結婚披露宴の場面でも繰 り返し起こる｡二人は今

という時間のなかにおり,過去も未来も存在しない｡かれらは外国人である

が,｢他者の存在｣を認めあい,お互いの内部の真実に忠実である｡かれらの

夫婦としての結びつきは完全なものとはいえないが,望ましいものとして措

かれている｡ しかもこの関係を支配するのは,自然における円環的時間や漠

然とした超時間的時間なのである｡

第二世代であるウイルとアナがお互いに愛を認めあう麦の収穫のシーンも

円環的,神話的時間のなかで起こる｡

二人は身を屈め,濡れた柔らかな髪の毛のような小麦をつかんで,重い

束を持ち上げまた戻ってくる｡ いつも彼女が先だった｡束を地におろし,

他の束と一緒に差掛屋根でも作るように寄せかける｡彼も自分の束をさげ

6TheRainbou),p.45.
Hereturnedgradually,butnewlycreated,asafteragestation,anew
birth,inthewombofdarkness.Aerialandlighteverythingwas,newasa
morning,freshandnewlybegun.Likeadawnthenewnessandtheblissfilled
in.Andshesatutterlystillwithhim,asifinthesame.
Thenshelookedupathim,thewide,youngeyesblazingwithlight.And
hebentdownandkissedheronthelips.Andthedawnblazedinthem,their
newlifecametopass,itwasbeyondallconcelVlnggood,itwassogood,that
itwasalmostlikeapassing-away,atrespass.Hedrewhersuddenlycloseto
him.
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て,切 り株畑を影のように戻ってくる｡ 彼の束の触れ合う鋭い音だけを聞

きながら,彼女はつと立ってゆく｡月と影のような彼の姿の間を彼女は歩

いていた｡7

燃えるような月光のもとウイルとアナは空き地に小麦の束を運んでゆく｡二

人ともわれを忘れて,行ったり来たりして働いた｡かれらが繰 り返す単調な

行為は一定のリズムをもって行われる｡ウイルはアナに結婚の申込みをする

が,この小麦の収穫の場面に関する時間も,円環的,神話的時間である｡さ

らに,これは豊穣の儀式であり,エリア-デのいう ｢聖なる時間｣8というこ

とが出来よう｡ この場面を支配しているかに見える月は死 と再生,豊穣,そ

して永遠回帰のシンボルなのである｡9

『恋する女たち』でも主人公バーキン (Birkin)とジェラルドが柔道の練習

をするシーンを支配する時間は円環的,神話的時間といえよう｡

時々鋭いあえぎとため息をつくような音がし,それからカーペットを敷き

71;bid.,p.114.
Theystooped,graspedthewet,softhairofthecorn,liftedtheheavy
bundles,andreturned.Shewasalwaysfirst.Shesetdownhersheaves,
makingapenトhousewiththoseothers.Hewascomingshadowyacrossthe
stubble,carryinghisbundles.Sheturnedaway,hearingonlythesharphiss
ofhisminglingcorn.Shewalkedbetweenthemoonandhisshadowyfigure.
8TheSacyledandtheProfane,p.68.
Forreligiousmantimetoo,likespace,isneitherhomogeneousnorcontinuous.
Ontheonehandtherearetheintervalsofasacredtime,thetimeoffestivals
(byfarthegreaterpartofwhichareperiodical);ontheotherthereisprofane
time,ordinarytemporalduration,inwhichactswithoutreligiousmeaning
havetheirsetting‥‥ Oneessentialdifferencebetweenthesetwoqualitiesof
timestrikesusimmediately:byitsve7ynatureSacredtimeisreversibleinthe
sensethat,properlyspeaking,itisaPrimordialmythicaltimemadep71eSent.つ
まり,｢聖なる時間｣は回転的,可逆的,回復可能な時間で,人が祭儀によって周
期的に回復する一種の神話的な永遠の現在を表す｡
9M.Eliade,TheMythoftheEternalRetum (Princeton,1971),p.86_
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つめた床の上で,素早 く動 くどさっという音がし,肉体の下で肉体が逃れ

る奇妙な音がした｡しばしば,静かにゆれている激しい生き物の組合い絡

み合った白い肉体に頭は見えず,ただ素早 く動 く締まった手足とがっしり

した白い背中,一つに組み合った二つの肉体の繋がりしか見えなかった｡

･･-･バーキンはまったく意識しないでジェラルドの上に前のめりに滑り,

ジェラルドもそれに気がつかなかった｡それからバーキンは再び半ば意識

が戻 り,ただまわりの世界が奇妙に傾き滑ってゆくような気がした｡世界

もあらゆるものも滑ってゆき真っ暗になった｡そして彼ははてし無 く,は

てし無 く滑ってゆき意識を失った｡10

絶え間なく繰 り返される柔道の動きを支配している時間は,円環的時間であ

り,主人公二人の友情を確認するためのリチュアル,儀式といえよう｡ こう

した男性同士の肉体的接触はホモセクシァルな一面をもっているが,同時に

現代人のもつ意識過剰な自我を捨て去るための手段でもあるのだ｡こうした

シーンはロレンスの他の作品にもしばしば描かれる｡ 『自孔雀』の第八章 ｢友

情の詩｣でのジョージ (George)とシリル (Cyril)の水浴シーン11,『アロン

の杖』でのリリイ (Lily)が病に伏しているアロン (Aaron)を介抱するシー

ン12,『軍ある蛇』でラモン (Ramon)とシプリア-ノ (Cipriano)が生ける

10WomeninLove,pp.270-271.
NowandagalnCameaSharpgaspofbreath,orasoundlikeasigh,thenthe
rapidthuddingofmovementonthethickly-carpetedfloor,thenthestrange
soundoffleshescapingunderflesh.Often,inthewhite,interlacedknotof
violentlivingbeingthatswayedsilently,therewasnoheadtobeseen,onlythe
swift,tightlimbs,thesolidwhitebacks,thephysicaljunctionoftwobodies
clinchedintooneness‥‥

Heslidforwardquiteunconscious,OverGerald,andGeralddidnotnotice.
Thenhewashalf-consciousagain,awareonlyofthestrangetiltingandsliding
oftheworld.Theworldwassliding,everythingwasslidingoffintothe
darkness.Andhewasslidingendlessly,endlesslyaway.
llD.H.Lawrence,TheWhitePeacock(Cambridge,1983),pp.222-223.
12D.H.Lawrence,Aaron'sRod(London:Heinemann,1954),p.91.
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神となる儀式13など,同様の意味をもっているといえる｡しかも,こうしたイ

ニシエーションの儀式を支酉己するのは,円環的時間,｢聖なる時間｣ である｡

『チャタレイ夫人の恋人』でメラーズがコンスタンスに雅の雛を差し出す有

名なシーンも円環的時間が支配している｡

｢さあ｣と彼は彼女に手を差し出して言った｡彼女はその小さい黄褐色の

雛を自分の手に受け取った｡するとその小さい黄褐色の雛は,考えられな

いような細い小さな脚でそこに立った｡平衡を保っている微小な生命の震

えがほとんど重さのない脚を通してコニイの手に伝わってきた｡でも雛は

美しく,くっきりした小さな頭を大胆に持ち上げて,鋭 くまわりを見回し,

小さく ｢ぴぃ｣と鳴いた｡｢なんて素敵で,なんとおなまなんでしょう !｣

と彼女はやさしく言った｡彼女の傍にしゃがんでいた森番も彼女の手のな

かの大胆な雛を面白そうに見ていた｡突然彼は一滴の涙が彼女の手首に落

ちるのを見た｡14

この美しいエピソードも一種のイニシエーションの儀式であり,メラーズは

生命の象徴である雛鳥をコこイに差し出すことになる｡ クリフォード (Clif-

ford)との不毛の生活のなかで,生きながら死んでいるといってもよいヒロイ

ンは,この場面を契機 として生へと目覚めるのだ｡一方森番にとってもこの

シーンは,彼の男性としての復活,再生を意味する｡二人は円環的時間のな

13D .H.Lawrence,ThePlumedSeゆent(Cambridge,1987),pp.367-369.
14LadyChatterley'sLover,p.115.
"There!"hesaid,holdingouthishandtoher.
Shetookthelittledrabthingbetweenherhands,andthereitstood,onits
impossiblelittlestalksoflegs,itsatomofbalancinglifetremblingthroughits
almostweightlessfeetintoConnie'shands.Butitlifteditshandsome,clean-
shapedlittleheadboldly,andlookedsharplyround,andgavealittle'peep!'
"Soadorable!Socheeky!"shesaidsoftly.
Thekeeper,squattingbesideher,wasalsowatchingwithanamusedface
theboldlittlebirdinherhands.Suddenlyhesawatearfallontoherwrist.
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かで初めで性的関係を結ぶのである｡

『虹』でのウイルとアナの結婚式のシーンにおける時間は直線的時間を拒否

する ｢永遠の現在｣であり,時間を超えた時間といえる｡

かれらが時間と変化のまったく手の届かないところに,堅 く抱き合って

眠っている時,あたかもそれはかれらの内部深 くおだやかにめぐる空間の

回転と,生の激しい沸騰の,まさに中心- 完全なる光明と,永遠の存在

と,称賛に慌惚とした静寂の世界の最中心- いいかえれば,一切の運動

の不動の核心,一切の目覚めのさめざる眠り- にあるように思えた｡か

れらはお互いに抱き合って静かに横たわっていた｡というこの日,この瞬

間においてこそ,かれらは永遠の中心にあり,一万時間ははるか遠 く,永

遠に遠 く,外側へ外側へと音たかく流れていった｡15

この場面での時間はG.バシュラール (Bachelard)のいうところのポエジイ

の時間,｢詩的瞬間｣といえよう.バシュラールは｢こういうわけで,われわ

れはすべての真実の詩の中に,停止した時間,尺度に従わない時間,つまり,

川の水や過ぎゆく風とともに水平的に逃げ去ってしまう普通一般の時間と区

別するため,とくに ｢垂直的｣と呼んでみたい時間の要素を見出すことがで

きるのである｣ 16という｡ 上の引用で｢永遠 (eternity)｣,｢永遠の(eternal)｣

といった言葉が繰 り返され,ウイルとアナの共有する ｢詩的瞬間｣,｢垂直の

15TheRainbow,p.135.
Astheylayclosetogether,Completeandbeyondthetouchoftimeor
change,itwasasiftheywereattheverycentreofalltheslowwheelingof
spaceandtherapidagitationoflife,deep,deepinsidethemall,atthecentre
wherethereisutterradiance,andeternalbeing,andthesilenceabsorbedin
praise:thesteadycoreofallmovements,theunawakenedsleepofallwakeful-
ness.Theyfoundthemselvesthere,andtheylaystill,ineachother'sarms;
fortheirmomenttheywereattheheartofeternity,whilsttimeroaredfaroff,
foreverfaroff,towardstherim.
16G .バシュラール 『瞬間と持続』掛下栄一郎 訳 (紀伊国屋書店,1980),p.126.



280 人 文 研 究 第 91 輯

時間｣を強調することになる｡二人は俗的な時間や空間にとり囲まれている

｢永遠の現在｣の直中にいるのだ｡しかし,こうした新婚生活から最初に目覚

めるのはアナである｡やがてかれらの間で争いが起こり,この夫婦の本質的

違いが暴露され,夫は次第に男としての主体性を失ってゆく｡

ウイルとアナが訪れるリンカン大聖堂のシーンを支配するのもバシュラー

ルのいう ｢詩的瞬間｣といえる｡

時を離れ,たえず時の外に立つもの ! 東と西,そして日の出と日没の

間に,教会は発芽以前の暗黒,死後の沈黙をまもって,まるで種子のよう

に静かに横たわっていた｡生と死をそのうちに蔵し,あらゆる生の喧騒 と

変転の可能性をこめたまま大いなる可能の種子,大聖堂はただ黙々と静寂

のうちに横たわっている｡それは一度咲きでては,想像を絶した輝かしい

生となるだろうが,その始まりと終わりは,沈黙と静寂の輪にすぎないの

だ｡そして七色の虹をかけめぐらし,宝石をちりばめた闇は沈黙の上に音

楽を,暗闇の上に光明を,そして死の上には豊穣をたたみかけているのだ

- あたかも種子が葉の上に葉を,根 と花の上には沈黙をたたみかけ,それ

が生まれ出た母胎なる死,それが生まれおちた生,そのうちにひそむ生の

不滅,そしてまたやがては再び抱 くであろう死など,そうした一切の生の

秘密を,ただ黙々とその部分に秘めているように｡17

17TheRainbou),p.187.
Awayfrom time,alwaysoutsideoftime!Betweeneastandwest,
betweendawnandsunset,thechurchlaylikeaseedinsilence,darkbefore
germination,silencedafterdeath.Containingbirthanddeath,potentialwith
allthenoiseandtransitationoflife,thecathedralremainedhushed,agreat,
involvedseedwilereOftheflowerwouldberadiantlifeinconceivable,but
whosebeginningandwhoseendwerethecircleofsilence.Spannedround
withtherainbow,thejewelledgloomfoldedmusicuponsilence,lightupon
darkness,fecundityupondeath,asaseedfoldsleafuponleafandsilenceupon
therootandtheflower,hushingupthesecretofallbetweenitsparts,the
deathoutofwhichitfell,thelifeintowhichithasdropped,theimmortality
itinvolves,andthedeathitwillembraceagain.
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ウイルの意識をとおして措かれる大聖堂は,対立物のシンボル- 生と死,

光と闇- として描写される｡このシーンでの時間もバシェラールの ｢詩的

時間｣であり,宇宙のヴィジョンや魂の秘密を与えているといっても過言で

はない｡バシュラールは ｢詩情は瞬間化された形而上学である｡ それは短い

ひとつの詩の中に,全宇宙の展望と,ひとつの魂の秘密,ひとつの存在の秘

密,そしてさまざまの対象の秘密を同時に与えるはずである｣18という｡ウイ

ルにとって大聖堂は単なる聖なる世界や空間の象徴であるばかりでなく,そ

れは母なる子宮であり,さらにはエクスタシーのプロセスでもあるのだ｡

ここでは,石が地平から飛び上がっていた｡水平の大地から,高く高く,

その度に多種多様,群がる欲望となって飛び上がり,黄昏の中,一切の欲

望の中を,時にははずれ,時にはかたむきながらも,ああ,今こそついに

生の歓喜,生の接触,結合と法悦,結合,抱きしめ,抱擁,忘我,そして

気の遠 くなるような完全な法悦,永劫の併惚へといたりえたのだった｡い

わば彼の魂は,あますところのない永劫の歓喜に,堅 く抱かれたまま,アー

チの要石の上に横たわっていた｡19

このリンカン大聖堂のシーンでは,時計の刻む直線的時間は消え失せ,詩的

瞬間がそれに代わる｡まさにロレンスの散文は詩にまで高まっているといえ

よう｡

18『瞬間と持続』,p.125.
19TheRainbouJ,pp.187-188.
Herethestoneleaptupfromtheplainofearth,leaptupinamanifold,
clustereddesireeachtime,up,awayfrom 也ehorizontalearth,through
twilightandduskandthewholerangeofdesire,through血eswerving,也e
declination,ah,totheecstasy,thetouch,tothemeetingandtheconsumma-
tion,themeeting,theclasp,thecloseembrace,theneutrality,theperfect,
swooningconsummation,thetimelessecstasy.Therehissoulremained,at
theapexofthearch,clinchedinthetimelessecstasy,consummated.



282 人 文 研 究 第 91 輯

しかし,アナは女性の直観で夫の教会に対する愛が偽物であることを知り,

それを暴露してしまう｡ それ以来彼は教会を見ても心が高揚しなくなる｡ ウ

イルは現代人としの崩壊の道を辿り,主体性を失ってしまう｡ 一方アナは子

育てに没頭し,この夫婦の関係は発展しなくなる｡

『恋する女たち』や『チャタレイ夫人の恋人』でも,詩的時間が支配するシー

ンがある｡ まず 『恋する女たち』でバーキンとア-シュラがシアーウッドの

森で関係を結ぶシーンを見てみよう｡

いやされ,人間を超えて,彼女のあらわにされぬ裸の上におかれた指は,

静けさの上の静けさの指,神秘的夜の体の上の神秘的夜の体,男と女の夜

であり,それは目で見ることも心で知ることもできず,ただ生き生きとし

た他者の目に見える啓示によってのみ知られる｡20

ここでも直線的時間は消え,詩的瞬間がそれに代わる｡

『チャタレイ夫人の恋人』では森番の小屋で主人公二人が関係をもつシーン

で,やはり詩的時間が支配する｡

そして彼女はまるで海にようで,ただ大きく盛り上がってうねる暗い波

となり,ゆっくりと彼女のすべての暗黒が動きだし,そして彼女は暗くも

のいわず,大きく波うつ大洋であった｡おお,はるか下の彼女のなかで,

深みが二つに分かれ散り散りに波うち,長 く遠い彼方に進みゆく波となり,

さらに,突入するものが深 く深く入り,下方に触れるにつれて,やさしく

突 く中心から彼女の急所で深みが二つに分かれ,散り散りに波うった｡そ

20WomeninLove,p.320.
Quenched,inhuman,hisfingersuponherunrevealednuditywerethefingersof
silenceuponsilence,thebodyofmysteriousnightuponthebodyofmysterious
night,thenightmasculineandfeminine,nevertobeseenwiththeeye,or
knownwiththemind,onlyknownasapalpablerevelationoflivingotherness.
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して彼女は深く深 く深 くあらわにされ,波となった彼女はどこかの岸に向

かい,さらに激しく波立ってゆき,彼女をあらわにした｡そして触知でき

る知られざるものがきつくきつく突 くにつれ,波となった彼女自身は,自

分から離れ,自分を置き去りにし,はるかはるか遠 くに波うってゆき,つ

いには突然やさしく震えるように痘撃して,彼女の原形質の感じ易いとこ

ろが触れられた｡自身でも触れられたことを知り,絶頂感が彼女を襲い,

意識を失った｡彼女は意識を失い,われにあらず,一人の女性として生ま

れた｡21

このシーンでも俗的,直線的時間は消え,｢永遠の現在｣,詩的時間がそれに

代わる｡ ヒロインは波立つ海にたとえられ,真の女性として生まれ代わるの

だ｡

『虹』の第三世代では,アントンとア-シュラが登場することになる｡ ア-

シュラは幼い時には,教会の儀式が支配する時間,聖なる時間のなかに生き

ている｡しかし,成長するにつれ俗なる世界が聖なる世界にとって代わる｡

この二人の関係は一見望ましいもののように措かれるが,やがてアントンは

バイタリティも主体性も持たない自意識過剰の現代的男性であることが暴露

21LadyChatterley'sLover,p.174.
Anditseemedshewaslikethesea,nothingbutdarkwavesrisingand
heaving,heavlngWithagreatswell,Sothatslowlyherwholedarknesswasin
motion,andshewasoceanrollingitsdark,dumbmass.Oh,andfardown
insideherthedeepspartedandrolledasunder,inlong,far-travellingbillows,
andever,atthequickofher,thedepthspartedandrolledasunder,fromthe
centreofsoftplunglng,aStheplungerwentdeeperanddeeper,touchinglower,
andshewasdeeperanddeeperanddeeperdisclosed,andheavierthebillows
ofherrolledawaytosomeshore,uncoveringher,andcloserandcloser
plungedthepalpableunknown,andfurtherandfurtherrolledthewavesof
herselfawayfrom herself,leavingher,tillsuddenly,inasoft,shuddering
convulsion,thequickofallherplasmwastouched,sheknewherselftouched,
theconsummationwasuponher,andshewasgone.Shewasgone,shewas
not,andshewasborn:awoman.
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される｡ 彼 と一時別れたア-シュラが再び彼と関係をもつシーンでは,円環

的,神話的時間が支配する｡

彼はもう既に息絶えた死体に,さらにナイフを突き刺されたような気が

した｡首を後ろにそらせて,緊張し,張りつめた気持ちで,しばらくじっ

と彼女の姿を眺めていた｡こわばった顔が表情一つ変えず,冷たい金属の

ように,月光のなかに横たわっており,見るともなく,凝然と動かないそ

の瞳に,ゆっくりと涙がにじんだかと思うと,キラキラと月光にゆれなが

ら,ポッリとあふれて,ほほをったわった｡そして月光をたたえたその涙

はそのまま闇のなかへ,砂に落ちて消えた｡

彼は怖いものでも見たように,そっと静かに身を退いた- 彼女は依然

として動かない｡もう一度ちらっと彼女を見る- やはり動かない｡この

まま逃げてまうことができないだろうか｡22

このシーンでも直線的時間に代わり,円環的,神話的時間が流れている｡ ア

ントンの意識を通して措かれるア-シュラは,生と死を兼ね備えた太母を象

徴する月の女神である｡ 彼は彼女の存在を恐れているだけでなく,自然にお

ける神話的時間も恐れているのである｡アントンは直線的時間にとりつかれ,

軍隊という俗世界にしたりきっている,自己という存在をもたない現代人で

ある｡ロレンスの小説における自己崩壊型の人物は,時計の刻む直線的時間

22TheRainbouJ,p.445.
Hefeltasiftheknifewerebeingpushedintohisalreadydeadbody.
Withheadstrainedback,hewatched,drawntense,forsomeminutes,watched
theunaltering,rigidfacelikemetalinthemoonlight,thefixed,unseeingeyes,
inwhichslowlythewatergathered,shookwithglitteringmoonlight,then,
surcharged,brimmedoverandrantrickling,atearwithitsburdenofmoon-
light,intothedarkness,tofallinthesand.
Hedrewgraduallyawayasifafraid,drew away- shedidnotmove.
Heglancedather- shelaythesame.Couldhebreakaway.
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に支配される現代人が多いといえる.『恋する女たち』の主人公ジェラルドと

グドルン (Gudrun)は,二人とも時計の刻むチクタクという音に恐怖を感じ

ている｡ ジェラルド自身,彼の体,彼の動き,彼の生活も時計のダイアルで

カチカチいっているように思う｡『チャタレイ夫人の恋人』のクリフォードも,

性的不能のため世継ぎがないことを嘆 くが,彼もある意味で直線的時間にと

りつかれた人間といえる｡ ロレンスの短編小説 ｢島を愛した男｣(TheMan

WhoLovedlslands)の主人公カスカート (Cathcart)も時間にとりつかれ

自己崩壊してゆく｡23

ロレンスは時計の支配する直線的時間にとりつかれた現代社会が陥ってい

る危機を敏感に感じていた｡まさに現代社会において時間の断片化はその特

徴といえよう｡ しかもその断片化は現代人の自己の断片化をもたらすことに

なる｡それを避けるために,失われた時間,すなわち,自然における円環的,

神話的時間,聖なる時間,そして詩的時間を復活すべきであるとロレンスは

主張しているのではなかろうか.そう考えると,『虹』のヒロインで＼あるア-

シュラは,失われた時の再生を望む作者の夢を担った人物といえよう｡ロレ

ンスの小説における時間は,登場人物の存在そのものや,その人間関係と深

く結びっいているといっても過言ではない｡

※本稿は,日本英文学会北海道支部第 40回大会 (於 北海道大学文学部)

のシンポジュウムで口頭発表したものに,加筆修正を施したものである｡

23SeeTakashiToyokuni,"AModernManObsessedbyTime:ANoteonT̀he
ManWhoLovedislands"',TheD.H.Lau)71enCeReview(Spring1974),81.


